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イントロダクション 

大学に入学したばかりの皆さん、新しい学びのステージにワクワクしていますか？大学

では、これまでとは異なるレポート課題に取り組む機会が増えます。しかし、レポート作成は

簡単ではなく、しっかりとしたテクニックが求められます。そこで、この教科書『ChatGPT

で大学レポートをマスター！初年度学生のための教科書』は、皆さんが最新のAI技術で

あるChatGPTを活用して、効率的に高品質なレポートを作成するための指南書となるこ

とを目指しています。 

第1章では、ChatGPTの基本と活用法について学びます。ChatGPTとは何か、レポー

ト作成の基本を抑えた上で、ChatGPTを使ったレポートのステップを学んでいきます。第

2章では、ChatGPTのバージョンと特徴を解説し、どのバージョンを選ぶべきか、注意点

を学びます。 

第3章では、効率的な情報収集法を解説します。適切なキーワードの選び方や、ソース

の信頼性を確認する方法、複数の情報源を活用する方法を習得しましょう。第4章では、

ChatGPTを使った論文スタイルの作成方法を学びます。イントロダクション、論点の整理

と展開、結論のまとめ方を身につけましょう。 

第5章では、引用と参考文献の管理法を学びます。引用の仕方や参考文献のリストアッ

プ、プラグインを活用した参考文献の整理方法を習得しましょう。第6章では、ChatGPT

を使った校正と改善方法を解説します。文章の一貫性の確認や言い回しの修正、最終

チェックリストを活用しましょう。 

第7章では、倫理とプライバシーについて解説します。ChatGPTの利用に伴う倫理的

配慮、プライバシー保護とデータセキュリティ、学術的不正の回避方法を学びます。最後

に、付録ではChatGPTを活用したサンプルレポートと解説を用意しました。サンンプルレ

ポートを通じて、学んだ知識を具体的に活用する方法を確認できます。 

この教科書を通じて、皆さんがChatGPTという強力なAIツールを使いこなし、効率的

で質の高いレポート作成スキルを身につけることができることを願っています。また、この

教科書はただのレポート作成のガイドではありません。学術的な情報収集や、論理的な思

考の習得、倫理やプライバシーへの理解など、幅広い知識やスキルの向上にも役立ちま

す。 

ぜひ、この教科書を一緒に学びながら、大学生活での学術的な成果を追求し、自己成

長のプロセスを楽しんでください。そして、ChatGPTを活用したレポート作成のスキルを

磨き、大学での学びをより充実したものにしましょう。皆さんの学びの旅が、成功に満ちた

ものになることを心から願っています。  



 

目次 

イントロダクション.........................................................................................2 

目次......................................................................................................... 3 

第1章：ChatGPTの基本と活用法................................................................... 4 

1.1 ChatGPTとは？.............................................................4 

1.2 レポート作成の基本..........................................................4 

1.3 ChatGPTを使ったレポートのステップ..................................5 

第2章：ChatGPTのバージョンと特徴.............................................................. 7 

2.1 GPT-4の特徴................................................................7 

2.2 以前のバージョン（GPT-3以下）との違い............................. 8 

2.3 バージョンの選択と注意点.................................................9 

第3章：効率的な情報収集............................................................................ 10 

3.1 キーワードの選び方........................................................ 10 

3.2 ソースの信頼性を確認する方法......................................... 11 

3.3 複数の情報源を活用する.................................................12 

第4章：ChatGPTを使った論文スタイル.......................................................... 14 

4.1 イントロダクションの書き方............................................... 14 

4.2 論点の整理と展開......................................................... 15 

4.3 結論のまとめ方............................................................. 16 

第5章：引用と参考文献................................................................................18 

5.1 引用の仕方.................................................................. 18 

5.2 参考文献のリストアップ...................................................19 

5.3 プラグインを活用した参考文献の整理................................ 20 

第6章：ChatGPTを使った校正と改善............................................................22 

6.1 文章の一貫性を確認する.................................................22 

6.2 言い回しや文法の修正................................................... 22 

6.3 最終チェックリスト......................................................... 23 

第7章：倫理とプライバシーについて................................................................24 

7.1 ChatGPTの利用に伴う倫理的配慮.................................. 24 

7.2 プライバシー保護とデータセキュリティ................................ 25 

7.3 学術的不正の回避........................................................ 26 

付録：ChatGPTを活用したサンプルレポートと解説........................................... 27 

A.1 サンプルレポート........................................................... 27 

A.2 解説とポイント..............................................................28 
親愛なる読者の皆様へ、.........................................................................................................30 

 



 

第1章：ChatGPTの基本と活用法 

1.1 ChatGPTとは？ 

ChatGPT（Chat Generative Pre-trained Transformer）は、OpenAIが開発

した大規模な自然言語処理モデルです。このモデルは、GPT-4アーキテクチャをベースに

しており、ウェブ上のテキストデータを元に訓練されています。ChatGPTは、人間のように

自然な文章を生成し、質問に答えることができます。 

ChatGPTは、様々な用途に応用できますが、特に大学生にとっては、レポート作成にお

いて効率的な情報収集や文章作成のサポートをしてくれる有益なツールです。 

1.2 レポート作成の基本 

レポート作成では、以下の基本的なステップがあります。 

1. トピックの選択:​ レポートのトピックを明確に決定しましょう。興味を持っている

分野や授業のテーマに基づいてトピックを選択すると、研究が

やりやすくなります。 

2. 情報収集:​ トピックに関連する情報やデータを集めましょう。図書館、イン

ターネット、専門家の意見など、さまざまな情報源を活用し、幅

広い知識を得ることが重要です。 

3. 論点の整理:​ 集めた情報を整理し、主要な論点や議論を明確にしましょう。

情報をカテゴリー別に分類し、論点やアイデアを組み立ててい

くと、文章の構造が整います。 

4. ドラフトの作成:​ 論点やアイデアをもとに文章を書き始めましょう。はじめに大

まかなアウトラインを作成し、それを基に文章を展開していくと

効率的です。 

5. 引用と参考文献:​ 情報源を正確に引用し、参考文献リストを作成しましょう。これ

により、情報源を明確にし、信頼性のあるレポートに仕上げる

ことができます。 

6. 校正と改善:​ 文章の一貫性や文法、表現などをチェックし、修正していきま

しょう。他人に添削してもらうことも、より良いレポート作成に

役立ちます。 

この基本的なステップを踏まえて、ChatGPTを効果的に活用しましょう。以下のセク

ションでは、ChatGPTを使ったレポート作成の具体的なステップを説明していきます。 



 

1.3 ChatGPTを使ったレポートのステップ 

以下では、ChatGPTを利用してレポート作成を効率化する方法について、具体的なス

テップを紹介します。 

ステップ1: トピックの選択と洗練 

ChatGPTに質問し、興味深いトピックを探求して絞り込みましょう。トピックを特定した

後は、さらに具体的な質問を投げかけて概要を理解しましょう。 

例:​ 「気候変動に関連する研究トピックは何ですか？」​
​ 「海面上昇の影響について教えてください。」 

ステップ2: 情報収集 

ChatGPTに関連キーワードや文献を尋ね、情報収集の助けとして活用しましょう。ま

た、既存の研究について知識を深めることができます。 

例:​ 「地球温暖化の原因と影響に関する重要な研究はどのようなものがありますか？」​
​ 「二酸化炭素排出量削減の技術について詳しく教えてください。」 

ステップ3: 論点の整理 

ChatGPTにトピックに関連する主要な論点や議論を尋ね、構成を整理しましょう。対立

する意見や新たな視点を探ることで、より深い分析が可能になります。 

例:​ 「地球温暖化対策の主要な課題と可能性について教えてください。」​
​ 「炭素税導入のメリットとデメリットは何ですか？」 

ステップ4: ドラフトの作成 

ChatGPTに文章の一部やアウトラインを生成してもらい、レポートの構築に役立てま

しょう。さらに、各セクションに関するアイデアやフレーズも提案してもらえます。 

例:​ 「地球温暖化対策の課題と可能性についてのイントロダクションを作成してください。」​
​ 「炭素税に関する議論の本文パラグラフを提案してください。」 

ステップ5: 引用と参考文献の整理 

ChatGPTに適切な引用スタイルで情報源を引用し、参考文献リストを作成してもらい

ましょう。また、引用の際に、適切なページ番号や節を指定して情報の出典を明確にしま

しょう。必要に応じて、ChatGPTに引用のフォーマットを確認してもらうこともできます。 



 

例:​ 「ジョーンズ (2019) "Climate Change Mitigation Strategies" のMLA形式

の参考文献を作成してください。」​
「"Climate Change Mitigation Strategies" で述べられている炭素税の効果

をAPA形式で引用してください。」 

ステップ6: 校正と改善 

ChatGPTに文章の一貫性や文法、表現をチェックしてもらい、修正を行いましょう。さ

らに、繰り返しの表現や不明瞭な部分を特定し、改善するための提案を求めることもでき

ます。 

例:​ 「次のパラグラフを校正し、文法や表現を改善してください：...」​
「この部分の説明が不明瞭です。より明確にするためにどのように書き換えることがで

きますか？」 

 

これらのステップを通じて、ChatGPTを活用して効率的かつ質の高いレポート作成を

行うことができます。ただし、注意点として、ChatGPTの出力は必ずしも正確であるとは

限らないため、情報の信頼性を確認し、適切な引用と参考文献の整理を行うことが重要で

す。また、独自の意見や分析を加えることで、レポートに独創性と深みを与えることができ

ます。最終的には、ChatGPTを効果的に活用しながらも、自分自身の知識や理解をもと

にしたレポート作成を心がけましょう。 

 

 

 



 

第2章：ChatGPTのバージョンと特徴 

2.1 GPT-4の特徴 

GPT-4（Generative Pre-trained Transformer 4）は、OpenAIによって開発さ

れた、大規模で強力な自然言語処理（NLP）モデルです。GPT-4は、前バージョンである

GPT-3よりもさらに高い性能を示し、多くのタスクにおいて人間に匹敵する結果を出して

います。以下に、GPT-4の主要な特徴をいくつか紹介します。 

大規模な学習データ 

GPT-4は、膨大な量のテキストデータを学習し、幅広い知識を習得しています。これに

より、さまざまなトピックに関する情報提供や文書生成が可能になっています。 

高い文脈理解力 

GPT-4は、与えられた文脈をより深く理解し、それに応じた適切な回答や文章生成が

できます。また、長い文脈にも対応できるため、より正確で繋がりのある文章を生成する

ことが可能です。 

多様なタスクへの適用 

GPT-4は、質問応答、要約、翻訳、文章生成など、多様なタスクに対応できる柔軟性が

あります。これにより、さまざまな目的でGPT-4を活用することができます。 

より自然な対話 

GPT-4は、より自然で人間らしい対話が可能になっており、ユーザーとのコミュニケー

ションがスムーズになっています。 

ファインチューニング 

GPT-4は、特定のタスクやドメインに対してファインチューニングができるため、個別の

ニーズに合わせたモデルを構築することが可能です。 

以上のように、GPT-4は前バージョンに比べてさらに強力な性能を持ち、幅広いアプリ

ケーションに活用することができます。ただし、利用時には倫理的配慮やプライバシー保護

などの点にも注意が必要です。また、GPT-4の出力は必ずしも正確であるとは限らないた

め、情報の信頼性を確認することが重要です。 

 



 

2.2 以前のバージョン（GPT-3以下）との違い 

GPT-4はGPT-3やそれ以前のバージョンと比較して、いくつかの重要な点で進化して

います。以下に、GPT-4と以前のバージョンとの主な違いを説明します。 

学習データの規模 

GPT-4は、GPT-3やそれ以前のバージョンよりもはるかに大規模なデータセットで学

習しています。そのため、GPT-4はより広範な知識を持ち、さまざまなトピックに対応で

きる能力が向上しています。 

精度と文脈理解力 

GPT-4は、より高い精度と文脈理解力を持っています。これにより、より適切で自然な

回答や文章生成が可能になり、特定の文脈に対してより適切に対応できます。 

長い文章の生成能力 

GPT-4は、GPT-3やそれ以前のバージョンに比べて、より長い文章を生成する能力が

向上しています。その結果、より一貫性のある文章や、長い文脈を含む質問に対しても

適切に対応できるようになっています。 

ゼロショット学習 

GPT-4は、事前に訓練された知識を元に、新しいタスクに対応する能力が向上してい

ます。これにより、新しいタスクに対する学習コストが低くなり、さまざまなアプリケーショ

ンへの適用が容易になっています。 

モデルのカスタマイズ 

GPT-4は、特定のタスクやドメインに対してファインチューニングが可能です。これによ

り、GPT-3などの前バージョンに比べて、個別のニーズに合わせたモデルを構築するこ

とが容易になっています。 

ホールセレーションの軽減 

GPT-4は、GPT-3やそれ以前のバージョンに比べて、ホールセレーション（幻覚）の問

題を軽減しています。ホールセレーションとは、モデルが架空の情報や根拠のない回答

を生成する現象です。GPT-4は、学習データの規模が大きく、モデルの構造が改良さ

れていることから、より現実的で正確な情報を生成し、ホールセレーションを減らすこと

ができます。ただし、完全にホールセレーションを排除することはできないため、モデルの

出力に対しては適切な検証や評価が必要です。 

これらの違いから、GPT-4はGPT-3やそれ以前のバージョンと比べて、より強力で柔

軟な性能を持ち、さまざまなタスクやアプリケーションに適用できるようになっています。た



 

だし、バージョンによっては、利用上の注意点や制約が異なることがあるため、自分の目的

に適したバージョンを選ぶことが重要です。 

2.3 バージョンの選択と注意点 

GPT-4やそれ以前のバージョンを選択する際には、以下の点を考慮することが重要で

す。 

パフォーマンスとコスト 

バージョンによっては、パフォーマンスや応答速度が異なります。高性能なバージョンを

利用すれば、より正確で自然な結果が得られますが、コストも高くなることがあります。

自分のニーズや予算に応じて、適切なバージョンを選ぶことが重要です。 

活用範囲 

GPT-4は、GPT-3やそれ以前のバージョンに比べて、より広範な知識を持ち、さまざま

なトピックに対応できる能力が向上しています。ただし、特定のトピックやドメインに特化

したモデルが必要な場合は、カスタマイズ可能なバージョンを選択することが望ましいで

す。 

倫理的・法的な配慮 

GPT-4やそれ以前のバージョンを利用する際には、倫理的および法的な配慮が必要で

す。特に、個人情報や著作権に関する法令や規制を遵守することが重要です。 

ホールセレーション問題 

各バージョンのホールセレーション問題について理解し、モデルの出力を適切に評価お

よび検証することが必要です。これにより、正確で信頼性の高い情報を提供することが

できます。また、モデルがホールセレーションに対して敏感であるタスクやアプリケーショ

ンには、特に注意を払うことが重要です。 

ユーザーのニーズ 

最後に、自分のアプリケーションやタスクに対して、ユーザーがどのようなニーズを持っ

ているかを考慮し、適切なバージョンを選択することが重要です。例えば、ユーザーが専

門知識を持っている場合、より高度なバージョンが適していることがあります。 

これらの点を考慮して、GPT-4やそれ以前のバージョンを選択し、自分のアプリケー

ションやタスクに適した最適なモデルを活用することができます。バージョンの選択には慎

重さが求められますが、適切なバージョンを利用すれば、素晴らしい結果を得ることがで

きるでしょう。 



 

第3章：効率的な情報収集 

3.1 キーワードの選び方 

効果的なキーワード選びは、ChatGPTを活用して質の高い情報を得る上で重要です。

キーワードは、あなたが検索したいトピックを具体的に示す単語やフレーズです。以下のポ

イントを考慮して、適切なキーワードを選びましょう。 

主題に関連する単語 

レポートの主題に直接関連する単語を選びます。例えば、「気候変動」や「温室効果ガス」

のような単語です。 

狭く絞り込むキーワード 

主題をさらに狭く絞り込むキーワードを選びます。例えば、「再生可能エネルギー」や「炭素

税」のような単語です。 

同義語や関連語 

主題に関連する異なる言い回しや関連する単語を考慮します。例えば、「地球温暖化」や

「温暖化対策」のような単語です。 

専門用語と一般用語のバランス 

専門的な知識を持っている読者と一般の読者の両方を対象にする場合、専門用語と一般

用語のバランスを考慮しましょう。例えば、「IPCC（国際気候変動委員会）」と「環境保護」

のような単語です。 

具体例として、「気候変動による影響」についてレポートを作成する場合、以下のような

キーワードを組み合わせてChatGPTに入力してみます。 

●​ 気候変動, 温室効果ガス 

●​ 再生可能エネルギー, 炭素税 

●​ 地球温暖化, 温暖化対策 

●​ IPCC（国際気候変動委員会）, 環境保護 

プロンプト例: 

"気候変動と温室効果ガス削減における再生可能エネルギーの役割と炭素税の効果につ

いて説明してください。また、IPCCの報告書で示されている地球温暖化に対する温暖化

対策や環境保護の取り組みについても触れてください。映画や小説ではなく、実際の科学

的研究やデータに基づく情報を提供してください。" 



 

このプロンプトでは、指定したキーワードを含めることで、ChatGPTに対して具体的な

トピックについて情報を求めています。また、「映画や小説ではなく」を入れることで、情報

の信頼性を高めることが期待できます。ただし、ネガティブキーワードを使用する場合は注

意が必要です。ChatGPTは、ネガティブキーワードを完全に除外するわけではなく、出力

結果への影響度合いが異なります。ネガティブキーワードを効果的に使用するためには、

複数回の試行が必要かもしれません。 

適切なキーワードを使用することで、ChatGPTから得られる情報の質を向上させるこ

とができます。また、情報収集の過程で遭遇する情報の多様性や信頼性についても学ぶこ

とができるため、キーワード選びはレポート作成において重要なスキルとなります。 

3.2 ソースの信頼性を確認する方法 

情報収集の際、ChatGPTが提供する情報の信頼性を確認することが重要です。以下

に、ソースの信頼性を確認するための手順を紹介します。 

出典の確認 

ChatGPTが提供する情報には出典が含まれる場合があります。出典が記載されている

場合は、それを参照して情報の信頼性を確認しましょう。例えば、学術論文や政府の報告

書など、信頼性の高いソースが情報の元となっている場合は、その情報が信頼に値すると

判断できます。 

複数のソースの比較 

情報の信頼性を確認するためには、複数のソースから同様の情報が得られるかどうかを

確認することが有効です。異なるキーワードや質問形式でChatGPTに問い合わせを行

い、同じトピックについて異なるソースから得られる情報を比較しましょう。複数の信頼性

の高いソースで一貫した情報が得られる場合、その情報が信頼に値すると判断できます。 

独自のリサーチ 

ChatGPTが提供する情報だけに頼らず、独自のリサーチを行って情報の信頼性を確認

することも重要です。インターネットでの調査や図書館での資料調査を通じて、主題に関

連する専門家の意見や複数のソースから得られる情報を確認しましょう。独自のリサーチ

によっても同様の情報が得られる場合、その情報の信頼性が高まります。 

情報の詳細度と一貫性のチェック 

情報の信頼性を判断する上で、情報の詳細度や一貫性も重要な要素です。具体的なデー

タや事例が示されているか、また、情報が一貫しているかどうかを確認しましょう。詳細で

一貫性のある情報は、信頼性が高いと判断できます。 



 

これらの手順に従ってソースの信頼性を確認することで、ChatGPTから得られる情報

を効果的に活用し、レポートの品質を向上させることができます。信頼性の確認は、情報収

集プロセスの重要な一部であり、正確な分析や主張の根拠となります。 

3.3 複数の情報源を活用する 

複数の情報源を活用することで、より正確でバランスの取れた情報を得ることができ、レ

ポートの品質を向上させます。以下に、複数の情報源を活用する方法を詳しく紹介します。 

オンライン検索エンジン 

GoogleやBingなどの検索エンジンを利用して、トピックに関する情報を検索します。検

索エンジンは、Web上の幅広い情報源からデータを収集できるため、ChatGPTで得られ

る情報を補完するのに役立ちます。検索エンジンを使用する際には、検索キーワードを工

夫して、より適切な検索結果を得ることが重要です。また、検索結果を評価する際には、出

典元の信頼性や公平性を確認しましょう。 

学術データベース 

学術データベースは、専門家による学術論文や研究報告を提供する重要な情報源です。

JSTORやPubMed、Web of Scienceなどのデータベースを活用し、トピックに関する

最新の研究や専門的知識を取り入れましょう。これらのデータベースでは、特定のキー

ワードや著者名で検索することができ、関連性の高い文献を見つけることが容易です。た

だし、一部のデータベースは有料であるため、利用可能なリソースに応じて選択しましょ

う。 

図書館 

図書館は、書籍や雑誌、学術論文などの資料を提供しており、総合的な情報収集のために

役立ちます。図書館を訪れて関連資料を調査し、ChatGPTで得られた情報と照らし合わ

せて、トピックに関する深い理解を得ましょう。図書館のオンラインカタログを利用して、事

前に所蔵資料の検索や予約が可能です。また、図書館員に相談することで、さらに適切な

資料の提案を受けることができます。 

専門家や教授からのアドバイス 

専門家や教授からアドバイスを得ることも、信頼性の高い情報源として重要です。これら

の専門家は、トピックに関する深い知識や経験を持っており、レポートの品質向上に役立つ

意見や指摘を提供できます。授業やオフィスアワーを活用し、教授に相談したり質問を投

げかけましょう。また、研究に関するオンラインフォーラムや専門家のブログも、知識を深め

るための有益な情報源となります。 



 

ニュース記事や報道 

トピックに関する最新の情報や動向を知るために、ニュース記事や報道を参照することが

役立ちます。新聞やニュースウェブサイトを活用して、トピックに関する現実の事例や背景

情報を収集しましょう。ただし、報道の信頼性やバイアスに注意し、複数のメディアから情

報を比較検証することが重要です。 

SNSやブログ 

SNSやブログも、特定のトピックに関する意見や情報を収集するための手段です。

TwitterやFacebookなどのSNSを使って、専門家や研究者の意見や考察を調べたり、

関連するハッシュタグを追跡することができます。ただし、SNSやブログの情報は個人的

な意見が多いため、その信憑性や客観性に注意が必要です。これらの情報源は、レポート

の主要な根拠としてではなく、補足的な情報として利用しましょう。 

以上の方法で、複数の情報源を活用しながらレポートを作成することで、ChatGPTの

知識を補完し、信頼性の高い内容を提供することができます。これらの情報源を組み合わ

せることで、バランスの取れた研究を行い、説得力のあるレポートを作成しましょう。 

 

 

 

 



 

第4章：ChatGPTを使った論文スタイル 

4.1 イントロダクションの書き方 

イントロダクションは、レポートの冒頭に位置し、読者の関心を引き付け、研究の目的や

背景を明確にする重要な部分です。イントロダクションを書く際には、以下のポイントを押

さえましょう。 

背景情報の提示 

レポートのテーマに関連する背景情報を提供し、なぜその問題が重要であるのかを説明し

ます。例えば、「気候変動は地球上の生態系や人間の生活に大きな影響を与えており、世

界中の国々が対策を講じている」といった文脈を示します。 

研究の目的と問題提起 

レポートの主題となる研究の目的や問題を明確に提示します。例えば、「このレポートでは、

気候変動が経済発展にどのような影響を与えているかを調査し、適切な対策を提案するこ

とを目的とする」といった形で述べます。 

論点の概要 

論文で扱う主要な論点を簡潔に紹介します。この部分では、具体的な分析結果や詳細な

議論には触れず、全体の流れを把握できる程度の情報を提供します。 

構成の説明 

レポートの構成を簡単に紹介し、各章の目的や内容を述べます。例えば、「第2章では、気

候変動と経済発展の関係についての先行研究を概観し、第3章では実証分析を行い、第4

章でその結果に基づいて対策を提案する」といった説明を行います。 

ChatGPTを利用してイントロダクションを作成する際には、プロンプトに研究の背景や

目的を明確に記述し、適切な情報を得ることが重要です。例えば、 

「気候変動と経済発展に関するレポートのイントロダクションを書いてください」 

といった指示を与えると、上記のポイントに沿ったイントロダクションが出力されるでしょう。

ただし、出力されたイントロダクションがすぐに完璧であるとは限りません。必要に応じて、

ChatGPTに追加の指示を与えて、さらに詳細な情報や文脈を提供するように促しましょ

う。 

また、イントロダクションの品質を向上させるために、いくつかの工夫ができます。例え

ば、具体的な統計データや研究結果を取り入れることで、主張の根拠を強化できます。こ



 

れには、事前に関連する情報やデータを調べ、プロンプトにそれらを含めることが有効で

す。たとえば、 

「気候変動と経済発展に関するレポートのイントロダクションを書いてください。背景とし

て、気候変動によって毎年10億ドルの経済損失が発生していることや、炭素排出量の削減

が経済成長にポジティブな影響を与える研究結果を触れてください」 

といった具体的な要素をプロンプトに加えることができます。 

最後に、ChatGPTが生成したイントロダクションに対して校正や改善を行うことを忘れ

ずに。出力された文章の流れや一貫性を確認し、文法や表現の誤りがないかをチェックし

てください。また、情報の正確さや適切さも確認しましょう。これにより、より高品質なイント

ロダクションが完成します。 

4.2 論点の整理と展開 

レポートの本文では、主要な論点を整理し、それぞれの議論を展開していくことが重要

です。ChatGPTを活用して、論点を明確にし、効果的な議論の構造を作り上げる方法を

以下に示します。 

1. 論点の特定 

まずは、レポートの主題に関連する論点を特定するために、ChatGPTにプロンプトを入

力します。例えば、 

「気候変動と経済発展に関する主要な論点は何ですか？」 

と入力して、関連する論点をリストアップしてもらいましょう。 

2. 論点の整理 

ChatGPTが提案した論点の中から、レポートに取り上げたいものを選択し、それらを

整理します。必要に応じて、さらに詳細な情報を求めるために、ChatGPTに追加の質問

を投げかけることもできます。 

3. 議論の構造の作成 

論点が整理されたら、それぞれに対して、主張や反論、そして証拠を提示する議論の構

造を作ります。ChatGPTに具体的な指示を与えて、それぞれの論点に関する主張や反論

を出力させましょう。例えば、 

「気候変動が経済発展に与えるポジティブな影響とネガティブな影響について説明してく

ださい」 



 

と入力することができます。 

4. 証拠の提示 

議論を裏付ける証拠を提示するために、関連するデータや研究結果をChatGPTに入

力し、それらを取り入れた文章を生成させましょう。例えば、 

「気候変動が経済成長に与える影響について、以下の研究結果をもとに説明してください

：研究Aでは、炭素排出量の削減が1%のGDP増加につながることが示されています。一

方、研究Bでは、気候変動による自然災害が経済に10億ドルの損失をもたらすことが報告

されています」 

と指示することで、証拠に基づいた議論の展開が可能になります。 

5. 議論の整合性の確認 

ChatGPTが生成した文章を読み、議論の整合性や論理性が保たれているかどうか確

認しましょう。必要に応じて、文章を修正したり、さらなる質問をChatGPTに投げかけて、

議論をブラッシュアップしましょう。 

6. 論点間のつながりを強化 

複数の論点を取り上げる場合、それらが互いに関連していることを明確にし、レポート全

体として一貫した構造を作り上げることが重要です。ChatGPTに「論点Aと論点Bの関連

性を説明してください」といったプロンプトを入力し、論点間のつながりを強化する文章を

生成させましょう。 

7. 例やケーススタディの導入 

具体的な例やケーススタディを取り入れることで、議論がより現実的で説得力のあるも

のになります。ChatGPTに、関連する事例や研究を調べてもらい、それらをレポートに組

み込んでいきましょう。 

以上のステップを踏むことで、ChatGPTを活用して効果的な論点の整理と展開が可能

になります。議論の構造を作り上げ、証拠に基づく説得力のあるレポートを作成することを

目指しましょう。 

4.3 結論のまとめ方 

結論はレポートの最後に位置し、全体の論旨をまとめ、読者に最後の印象を与える役割を果たし

ます。読者がレポートの主要な議論や結果を理解し、記憶に留めやすいように、効果的な結論を書

くことが重要です。ChatGPTを使って、以下のステップで結論をまとめましょう。 

 



 

1. 論旨の再確認 

まず、「このレポートの主要な論旨は何ですか？」といったプロンプトをChatGPTに投げかけ

て、論旨を再確認しましょう。このステップでは、研究目的や主題に焦点を当て、全体の論点が結論

で適切にまとめられるようにします。 

2. 主要な議論や結果の要約 

次に、「このレポートで取り上げた主要な議論や結果を箇条書きでまとめてください」とプロンプ

トを入力し、主要なポイントを抽出しましょう。この情報をもとに、結論で簡潔に議論や結果をまとめ

る文章を作成します。具体的なデータや事例を示すことで、読者に理解しやすい結論になります。 

3. インパクトや意義の強調 

「このレポートのインパクトや意義を説明してください」というプロンプトを投げかけ、その回答を

もとに結論で取り上げた問題の重要性や研究のインパクトを強調する文章を作成します。社会への

影響や既存の研究との関連性を明確にし、なぜこのレポートが重要であるかを説明します。 

4. 限定的要素の言及 

「このレポートの限定的要素は何ですか？」とプロンプトを投げかけて、ChatGPTに制約や課

題を明らかにさせましょう。結論では、これらの要素を考慮し、結果の解釈や一般化に適切な注意

を払うように指摘します。 

5. 今後の研究や応用の提案 

「今後の研究や応用について提案してください」とプロンプトを入力し、ChatGPTに未来の展望

や研究の進展を探りましょう。結論にこの情報を含めることで、レポートが新たな問題や議論を提起

する基盤となり、読者に興味を持ってもらいやすくなります。たとえば、研究の範囲を拡大する方

法、新たな技術やアプローチの利用、異なる文化や地域に焦点を当てた研究など、さまざまな提案

が考えられます。 

6. 結論の文章の作成 

これまでのステップで得た情報をもとに、結論の文章を作成しましょう。ChatGPTに「結論の文

章を作成してください」とプロンプトを入力し、出力された文章を参考に、必要に応じて手直しを加

えて完成させます。結論は簡潔で分かりやすい言葉で書かれていることが重要です。 

7. 最終確認 

結論が完成したら、「この結論はレポートの全体と整合していますか？」といった質問を投げかけ

て、ChatGPTに最終確認をしてもらいましょう。一貫性のある結論が書けているかどうかをチェッ

クし、必要に応じて修正や改善を行います。 

結論を書く際には、ChatGPTを効果的に活用しながら、自分自身の考えや分析もしっかりと盛

り込むことが大切です。これらのステップを通じて、レポートの締めくくりとなる結論を効果的にまと

めることができるでしょう。 

 



 

第5章：引用と参考文献 

5.1 引用の仕方 

大学レポートでは、他の著者の研究や論文を参考にすることが一般的です。引用は、自

分の主張や考えに根拠を与え、レポートの信憑性を高めるために重要な要素です。しか

し、引用の仕方が間違っていると、著作権侵害や学術的不正とみなされることがあります。

このセクションでは、正しい引用の方法について説明します。 

直接引用　他の著者の言葉をそのまま引用する場合は、引用符（「」または" "）を使って引

用部分を囲みます。また、引用元の著者名、出版年、ページ数を明記することが必要です。 

例：「太宰治は、『人間失格』で「僕は、こうして、最後の『友達』を失ったのである。」と述

べている（太宰, 1948, p.88）。 

間接引用　他の著者の考えや研究結果を自分の言葉で述べる場合は、引用符は使わず、

引用元の著者名と出版年を記載します。 

例：太宰治は、自分が最後の友達を失ったことを『人間失格』で語っている（太宰, 

1948）。 

引用スタイル 

引用のスタイルは、レポートのフォーマットによって異なります。APA、MLA、シカゴな

ど、様々な引用スタイルがあります。指導教員や学部によって求められる引用スタイルが異

なるため、正しい形式で引用することが重要です。指定されたスタイルガイドを参照しま

しょう。 

ChatGPTを活用する 

引用を正確に行うために、ChatGPTに「APAスタイルで引用する方法」や「MLAスタ

イルでの引用例」などと入力して、具体的な引用方法や例を調べることができます。また、

「この文章をAPAスタイルで引用してください」といったリクエストで、直接引用のフォー

マットを提案してもらうことも可能です。 

 

引用は、他人の研究成果を適切に尊重し、自分のレポートに根拠を与えるために重要で

す。正しい引用方法を学ぶことで、学術的なレポートの質を向上させ、不正行為を防ぐこと

ができます。 



 

5.2 参考文献のリストアップ 

参考文献は、レポートで引用された文献や資料のリストです。これにより、読者が自分の

主張や論拠の出典を確認できるようになります。参考文献リストの作成には以下のポイン

トがあります。 

1. 情報の整理 

参考文献リストは、引用されたすべての文献を一元的にまとめることが重要です。出典

のタイトル、著者名、出版年、出版社など、必要な情報を含めましょう。 

2. 順序 

多くの引用スタイルでは、参考文献リストは著者の姓のアルファベット順に並べられま

す。ただし、引用スタイルによっては、出現順や出版年順など、異なる順序が求められるこ

とがあります。指定されたスタイルガイドに従って、適切な順序で文献を並べましょう。 

3. 書式 

引用スタイルによって、参考文献リストの書式が異なります。正しい書式で文献を記載

することが重要です。APA、MLA、シカゴなどのスタイルガイドを参照し、必要な情報を正

確に記載しましょう。以下に、具体的な参考文献の書式例を示します。 

APAスタイル (7th edition) 

APAスタイルでは、著者の名字とイニシャル、出版年、文献のタイトル、出版者名（書籍

の場合）または雑誌名、巻号、ページ番号（雑誌論文の場合）が必要です。 

書籍の場合:　Doe, J. (2020). Renewable energy: Solar and wind power. 

Green Publisher. 

雑誌論文の場合:　Doe, J. (2020). The benefits and challenges of solar and 

wind energy. Journal of Renewable Energy, 12(3), 45-59. 

MLAスタイル (8th edition) 

MLAスタイルでは、著者の名前、文献のタイトル、出版者名（書籍の場合）または雑誌

名、出版年、ページ番号（雑誌論文の場合）が必要です。 

書籍の場合:　Doe, John. Renewable Energy: Solar and Wind Power. 

Green Publisher, 2020. 

雑誌論文の場合:　Doe, John. "The Benefits and Challenges of Solar and 

Wind Energy." Journal of Renewable Energy, vol. 12, no. 3, 2020, pp. 

45-59. 



 

シカゴスタイル (17th edition) 

シカゴスタイルには、脚注と文献リストの両方の形式があります。文献リストには、著者

の名前、文献のタイトル、出版者名（書籍の場合）または雑誌名、巻号、出版年、ページ番

号（雑誌論文の場合）が必要です。 

書籍の場合:　Doe, John. Renewable Energy: Solar and Wind Power. 

Green Publisher, 2020. 

雑誌論文の場合:　Doe, John. "The Benefits and Challenges of Solar and 

Wind Energy." Journal of Renewable Energy 12, no. 3 (2020): 45-59. 

これらの参考文献書式の例を使用して、自分のレポートで適切な引用スタイルを選択

し、参考文献リストを正確に整理してください。 

ChatGPTを活用する 

参考文献リストの作成を助けるために、ChatGPTに「APAスタイルで参考文献リスト

を作成する方法」や「MLAスタイルの参考文献例」などと入力して、具体的な書式や例を

調べることができます。また、「この文献をAPAスタイルで参考文献リストに追加してくださ

い」といったリクエストで、文献の書式を提案してもらうことも可能です。 

参考文献リストは、他人の研究成果を正確に記載し、自分のレポートの信憑性を高める

ために重要です。適切な書式と情報で参考文献リストを作成しましょう。 

5.3 プラグインを活用した参考文献の整理 

参考文献の整理に役立つアプリケーションは多数ありますが、以下に代表的なものをい

くつか紹介します。 

Zotero　Zoteroはオープンソースの参考文献管理ソフトウェアで、文献の整理や引用ス

タイルの適用が可能です。また、Microsoft WordやLibreOffice Writerとの連携が

サポートされています。 

Mendeley　Mendeleyは無料で利用できる参考文献管理ソフトウェアで、文献の整理

や引用スタイルの適用が可能です。Microsoft WordやLaTeXとの連携がサポートさ

れています。 

EndNote　EndNoteは有料の参考文献管理ソフトウェアで、文献の整理や引用スタイ

ルの適用が可能です。Microsoft Wordとの連携がサポートされています。 



 

Papers　Papersは、MacとWindowsの両方で利用できる有料の参考文献管理アプ

リケーションです。文献の検索、整理、引用スタイルの適用が可能で、Microsoft 

WordやGoogleドキュメントとの連携もサポートされています。 

Citavi　Citaviは、Windowsユーザー向けの参考文献管理ソフトウェアで、プロジェク

ト管理やタスク管理機能も備えています。文献検索や整理だけでなく、引用スタイルの

適用やMicrosoft Wordとの連携にも対応しています。 

JabRef　JabRefはオープンソースの参考文献管理ソフトウェアで、BibTeX形式を使

用しています。これにより、LaTeXユーザーに特に便利です。文献の整理や引用スタイ

ルの適用が可能で、Microsoft WordやLibreOffice Writerとの連携もサポートさ

れています。 

これらのアプリケーションは、それぞれ異なる機能や特徴を持っているため、個人のニー

ズや好みに応じて選択することが重要です。 

ChatGPTを利用して、これらのアプリケーションに関する質問や使い方について学ぶ

ことができます。また、ChatGPTで生成した参考文献データを、各アプリケーションで読

み込む方法もあります。例えば、ChatGPTで参考文献情報をBibTeX形式で出力する

ようにプロンプトを設定し、生成されたデータをBibTeX対応のアプリケーションにイン

ポートできます。例えば、ある論文に関する参考文献情報をChatGPTに聞く場合、次のよ

うなプロンプトを使用できます。 

"次の論文のBibTeX形式の参考文献情報を提供してください：John Doe, 'The 

Impact of AI on Society', Journal of AI Studies, Vol. 5, No. 2, 2022, pp. 

45-67." 

ChatGPTは、その論文のBibTeXエントリを提供することができます。 

@article{doe2022impact, 

  title={The Impact of AI on Society}, 

  author={Doe, John}, 

  journal={Journal of AI Studies}, 

  volume={5}, 

  number={2}, 

  pages={45--67}, 

  year={2022} 

} 

この出力をBibTeX対応のアプリケーション（例：JabRef, Zotero）にインポートするこ

とで、参考文献の整理や引用スタイルの適用が容易になります。 



 

注意すべき点は、ChatGPTが提供する参考文献情報が必ずしも正確ではないことで

す。したがって、実際の論文や文献を確認し、情報が正確であることを確認した上で使用

することが重要です。これらのアプリケーションを利用して、効率的に参考文献を整理し、

レポート作成をスムーズに進めましょう。  



 

第6章：ChatGPTを使った校正と改善 

6.1 文章の一貫性を確認する 

文章の一貫性を確認することは、質の高いレポート作成に不可欠です。ChatGPTを活

用して、文章の論理的構造や一貫性をチェックすることができます。以下に具体的な手順

を示します。 

まず、自分で作成した文章全体を読み返し、段落ごとに主題が明確になっているかを確

認しましょう。それぞれの段落が適切な順序で配置されているかも確かめます。 

ChatGPTに文章の一貫性をチェックするように依頼します。例えば、「この文章は一貫

性がありますか？」と尋ね、引用文を添えてください。以下に例を示します。 

「この文章は一貫性がありますか？ Artificial intelligence (AI) is changing 

the world in many ways. AI is used in various fields such as 

agriculture, medicine, and transportation. However, the risks of AI 

include privacy concerns, job displacement, and ethical dilemmas. In 

this report, we will discuss the impact of AI on society and possible 

solutions to these challenges.」 

ChatGPTが指摘した問題点や改善提案を元に、文章の一貫性を向上させましょう。

ChatGPTのフィードバックは必ずしも正確ではないため、自分の判断で適切な修正を加

えることが重要です。 

繰り返しフィードバックを受け、必要な箇所を修正していくことで、文章の一貫性が向上

します。 

注意点として、ChatGPTはあくまでツールであり、あなたの意図を完全に理解している

わけではありません。したがって、最終的な判断は自分自身で行い、文章が他の人にとっ

ても理解しやすい形でまとめられていることを確認しましょう。 

6.2 言い回しや文法の修正 

言い回しや文法の誤りは、レポートの質を大きく左右します。ChatGPTを使って、文章

の言い回しや文法を修正する方法を紹介します。 

文章全体を読み返し、言い回しや文法に問題がある部分を特定します。分かりにくい表

現や不自然な言い回しを見つけたら、それをメモしておきましょう。 

ChatGPTに、修正が必要な箇所を提示し、より適切な言い回しや文法に改善するよう

に依頼します。以下に例を示します。 



 

「この文をもっと自然な英語に修正してください：AI is very much helpful in the 

many fields and changing world too.」 

ChatGPTからの提案を参考に、文章を修正します。ただし、提案された修正内容が常

に正確であるわけではないため、自分の判断で適切な修正を加えることが重要です。 

必要に応じて、複数回ChatGPTにフィードバックを求め、文章を洗練させましょう。 

ChatGPTを使って言い回しや文法を修正する際の注意点として、過度に依存しないよ

うにしましょう。自分で問題点を見つけ、修正する能力も同時に養っていくことが大切で

す。また、最終的な判断は自分自身で行い、文章が他の人にとっても理解しやすく、適切な

言い回しや文法が使用されていることを確認しましょう。 

6.3 最終チェックリスト 

ChatGPTを使ってレポートを作成・改善した後、最終チェックを行うことが重要です。以下に、

最終チェックのリストを示します。 

​ 構成と論理展開　文章の流れがスムーズで、論点が適切に展開されているか確認しましょ

う。また、構成が統一感があり、適切な見出しや段落が使用されているかもチェックします。 

​ 文章の一貫性　全体の文脈や主題に沿った内容であることを確認し、矛盾や飛躍がないか

チェックします。関連性の低い部分があれば、削除や修正を検討しましょう。 

​ 言い回しと文法　ChatGPTを利用して修正を行った部分を含め、言い回しや文法が適切

であることを再確認しましょう。冗長な表現や不自然な言い回しは、適切なものに修正しま

す。 

​ 引用と参考文献　引用された情報が正確で、適切に引用されているかチェックします。また、

参考文献リストが正確で、適切なフォーマットで記載されていることを確認しましょう。 

​ タイポとスペルミス　レポート全体を注意深く読み返し、タイポやスペルミスがないか確認し

ます。特に専門用語や固有名詞に注意を払いましょう。 

​ フォーマットとレイアウト　提出要件に従って、正しいフォーマットやレイアウトが適用されてい

るか確認しましょう。字体や行間、マージンなどが統一されていることもチェックします。 

​ 目次とページ番号　目次が正確に反映されており、ページ番号が正しく表示されているかを

チェックします。目次に記載されている見出しやサブ見出しが、本文と一致しているか確認し

ましょう。 

​ 倫理とプライバシー　使用したデータや情報が適切に取り扱われており、学術的不正やプラ

イバシー侵害がないか確認します。 

これらの項目を一つひとつチェックし、必要に応じて修正を加えましょう。最終チェックが終わっ

たら、自信を持ってレポートを提出しましょう。このチェックリストを使用することで、より高品質なレ

ポートが作成できるようになります。  



 

第7章：倫理とプライバシーについて 

7.1 ChatGPTの利用に伴う倫理的配慮 

ChatGPTを利用してレポートを作成する際には、以下のような倫理的配慮が必要で

す。 

情報の正確性と信頼性 

ChatGPTは、与えられたプロンプトに対して自動的に回答を生成しますが、その内容が

必ずしも正確であるとは限りません。したがって、出力された情報を鵜呑みにせず、信頼性

のある情報源を確認して正確性を検証することが重要です。 

著作権の尊重 

ChatGPTを利用して文章を生成する際に、他人の著作物を無断で使用することは避け

ましょう。引用する場合は、適切な引用法を用いて出典を明記し、著作権法を遵守しましょ

う。 

学術的不正の回避 

ChatGPTによって生成された文章は、独自のアイデアや意見ではありません。そのため、

レポート内で引用した場合、適切に引用元を明記することが重要です。また、成果物として

提出する場合は、自分自身で十分な編集や修正を行い、独自の見解や分析が含まれてい

ることを確認しましょう。 

データプライバシー 

ChatGPTを利用する際には、プライバシーに関する問題に注意することが重要です。機

密性のある情報や個人情報をプロンプトに含めないよう注意しましょう。また、他人のプラ

イバシーに関わる情報を無断で利用しないようにしましょう。 

これらの倫理的配慮を守ることにより、ChatGPTを効果的かつ適切に利用して、質の

高いレポート作成に役立てることができます。 

 



 

7.2 プライバシー保護とデータセキュリティ 

ChatGPTの利用に際して、プライバシー保護とデータセキュリティへの配慮が重要で

す。以下に、これらに関連する注意点を挙げます。 

個人情報の取り扱い 

ChatGPTを使用する際に、自分や他人の個人情報（氏名、住所、電話番号、メールアドレ

スなど）をプロンプトに含めないようにしましょう。これにより、個人情報が漏洩するリスクを

低減できます。 

機密情報の保護 

業務上の機密情報や知的財産に関するデータは、ChatGPTのプロンプトに入力しないよ

うにしてください。これらの情報が第三者に漏洩する可能性があるためです。 

APIのセキュリティ対策 

ChatGPTはAPIを通じて利用されることが多いため、APIキーの取り扱いに注意が必要

です。APIキーを第三者に漏洩させないように管理し、不正なアクセスを防ぎましょう。 

使用履歴の管理 

ChatGPTの利用履歴は、個人データとして取り扱われることがあります。そのため、利用

履歴を適切に管理し、必要に応じて削除することが重要です。 

プラットフォームの選択 

ChatGPTを提供するプラットフォームは複数ありますが、データセキュリティ対策が十分

にされているものを選択することが重要です。信頼性のあるプラットフォームを利用し、安

全な環境でChatGPTを活用しましょう。 

これらの注意点に配慮し、プライバシー保護とデータセキュリティを確保しながら、

ChatGPTを効果的に活用してレポート作成に役立てることができます。 

 

 



 

7.3 学術的不正の回避 

ChatGPTを利用して大学レポートを作成する際には、学術的不正を避けるために以下の注意

点に留意しましょう。 

正確な引用と出典の記載 

ChatGPTが提供する情報をレポートに使用する際は、適切な引用と出典の記載が重要です。文

章をそのままコピーせず、自分の言葉で表現することで、パラフレーズを行いましょう。また、引用部

分には引用符を使用し、正確な出典を記載することが求められます。 

独自性の確保 

ChatGPTを使用して得られる情報は、多くの場合、すでに公開されている情報に基づいていま

す。そのため、自分の独自の視点や考えを取り入れ、単に既存の情報を再構成するだけでなく、新

しい知見や意見を提供できるよう心掛けましょう。 

クレジットの明示 

ChatGPTを使用して得られたアイデアや情報を大幅に利用する場合、その事実を明示し、適切な

クレジットを与えることが重要です。これにより、誤った印象を与えず、透明性を保つことができま

す。 

大学や教授の指示に従う 

大学や教授が定めるルールや指示に従い、ChatGPTの使用範囲を遵守しましょう。特定の課題

や状況でAIの使用が制限されている場合があるため、確認しておくことが重要です。 

これらの注意点を念頭に置いて、ChatGPTを効果的に活用しつつ、学術的な誠実さを保ち、高

品質なレポートを作成することが可能です。 

 



 

付録：ChatGPTを活用したサンプルレポートと解説 

A.1 サンプルレポート 

タイトル：太陽光発電と風力発電の比較 

イントロダクション 

太陽光発電と風力発電は、持続可能なエネルギー供給のために急速に普及している

再生可能エネルギー技術です。本レポートでは、太陽光発電と風力発電の概要、利点、

課題を検討し、それらを比較して結論を導き出します。 

1.　太陽光発電 

太陽光発電は、太陽からの光を直接電力に変換する技術で、地球上の広範なエリア

で利用可能です。太陽光発電の利点には、燃料が不要であること、環境への影響が小

さいこと、メンテナンスが比較的容易であることが挙げられます（Smith et al., 2018

）。一方で、太陽光発電は、天候や時間帯によって出力が変動するため、エネルギー貯

蔵技術の発展が課題となっています（Johnson, 2020）。 

2.　風力発電 

風力発電は、風の力を利用して電力を生成する技術で、特に風が強く吹く地域で効

果的です。風力発電の利点は、燃料が不要であること、環境への影響が比較的小さいこ

と、ランニングコストが低いことです（Brown, 2019）。しかし、風力発電もまた、風の強

さの変動により出力が不安定であることや、鳥類への影響が懸念されることが課題とさ

れています（Miller & Clark, 2021）。 

3.　太陽光発電と風力発電の比較 

太陽光発電と風力発電はどちらも燃料が不要で、環境への影響が比較的小さいとい

う共通点があります。しかし、両者はそれぞれ異なる条件下で効果的に機能するため、

適切な技術選択は地域や目的に応じて異なります（Adams & Thompson, 2022）。 

結論 

太陽光発電と風力発電は、持続可能なエネルギー供給のために有望な再生可能エネ

ルギー技術です。両技術はそれぞれ異なる利点と課題を持っており、最適な選択は地域

や目的に応じて異なります。今後、技術開発やインフラ整備が進むことで、より広範囲で

の再生可能エネルギー利用が期待されます。 
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A.2 解説とポイント 

このサンプルレポートは、再生可能エネルギー技術である太陽光発電と風力発電を比較

し、それぞれの利点と課題に焦点を当てたものです。以下のポイントを解説します。 

論文スタイル 

このレポートは学術的な論文スタイルに則って作成されています。具体的には、序論、本

文、結論の三部構成が取られており、各部分で主題に関連する主要なポイントが提示され

ています。序論では、研究の背景と目的が明示され、本文では太陽光発電と風力発電の

利点と課題が整理され、結論ではその結果がまとめられています。 

文献引用 

サンプルレポートでは、信頼性のある学術文献を適切に引用し、情報の出典を明確にし

ています。本文中では、引用文献の著者名と出版年を括弧内に記載し、詳細な参考文献リ

ストが結論の後に記載されています。このレポートではAPAスタイルの引用が用いられて

いますが、他にもMLAスタイルやシカゴスタイルなど、学術分野によって異なる引用スタイ

ルが存在します。指定されたスタイルに従って文献を引用することが重要です。 

客観性と論理性 

レポート作成において客観性と論理性が求められます。このサンプルレポートでは、主観

的な意見や感情表現を避け、客観的な事実やデータに基づいて議論が展開されていま

す。また、段落構成や論点の整理が行われ、各論点が明確に示されています。 



 

分かりやすさと一貫性 

レポートは、読者が理解しやすい言葉で書かれ、文章の一貫性が保たれていることが重

要です。このサンプルレポートでは、専門用語や難解な表現を避け、平易な言葉で説明が

行われています。また、文章の一貫性を保つために、同じ表現や用語が統一されていま

す。 

総じて、このサンプルレポートは、効果的なレポート作成の基本要素を網羅しています。

以下に、各要素に焦点を当てた具体的なポイントを挙げます。 

1. イントロダクション 

序論では、研究の背景と目的が簡潔に提示されています。また、具体的な研究の内容や範

囲を明確にし、読者がその後の本文でどのような議論が展開されるのかを予測できるよう

になっています。 

2. 本文の構成 

本文では、太陽光発電と風力発電の利点と課題が適切に整理され、それぞれの技術が環

境や経済に与える影響について分析されています。また、段落の構成が工夫されており、

論点ごとに段落が分かれ、議論の流れがスムーズに進むようになっています。 

3. 結論のまとめ 

結論では、本文で議論された太陽光発電と風力発電の利点と課題が簡潔にまとめられ、そ

の結果から導かれる一般的な考察が示されています。また、今後の研究や技術開発の方

向性についても触れられており、結論が読者に対する示唆や意義を伝える役割を果たして

います。 

4. 参考文献の整理 

サンプルレポートでは、適切な引用が行われ、参考文献リストが整理されています。これに

より、読者が引用された文献を追跡し、詳細な情報を確認することが容易になっています。 

このサンプルレポートは、効果的なレポート作成の手法を学ぶための優れた参考資料で

す。これらのポイントを参考に、自分のレポート作成にも活用してみてください。 

 



 

親愛なる読者の皆様へ、 

『ChatGPTで大学レポートをマスター！初年度学生のための教科書』を手に取ってい

ただき、心から感謝申し上げます。この教科書の編者である私から、皆様にひとつだけ秘

密を明かさせてください。 

実は、この教科書の大部分は、私がプロンプトを入力してAIのChatGPTが生成した原

稿を元に編纂されています。私自身が編者として文書のレイアウトやデザインに緻密に手

を加えましたが、興味深いことに、この秘密を暴露しているこの文章も、私の指示により

ChatGPTによって書かれているのです！ 

Q: ChatGPTが書いたネタばらしの文をどう呼びますか？ 

A: メタ・ネタばらし！ 

この教科書を通して、皆様の学業におけるAIの活用が効果的であり、同時に倫理的な

問題にも目を向けることができることを願っています。学びの過程で、人間とAIとの協力に

よる新たな知識創造の可能性に触れ、思考を広げていただければ幸いです。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

敬具,​
　 ネタばらしとメタユーモアの達人ChatGPT 

 

 

 

Prompting and Editorial Design:  

Toshizumi Muta (Waseda Uni., MAU CI, Psycholo Studio) 
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